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2025年1月27日（月）、財団設立60周年を記念した「永頼
フェスティバル」を愛媛県県民文化会館真珠の間にて開催
しました。本イベントは新型コロナウイルス感染症の影響に
より、2019年を最後に開催を見送っておりましたが、60周年
という節目を機に6年ぶりに再開。多くのご来賓の方々とと
もに節目を祝う温かな時間となりました。
会の幕開けは鏡開き。舞台上には三つの酒樽が並び、来

賓や幹部職員が揃って木槌を振るうと、会場には晴れやか
な拍手が広がりました。続いて、参加者には升酒が振る舞
われ、乾杯とともに60年の歩みに思いを馳せる場面も見ら
れました。

　当日は、長年にわたり看護部の発展に貢献された北村　
信子 元看護部長が瑞宝双光章
を叙勲されたことも紹介されま
した。その功績を称え、会場から
は大きな拍手と祝福の声が送ら
れました。

　円卓を囲む食事の場では、旧知の仲間との再会に笑顔が
あふれ、各テーブルでは懐かしい話に花が咲きました。参加
者同士の絆の深さや、これまで支え合ってきた歩みの重み
を改めて実感するひとときとなりました。

　また、当日は参加者に向けた景品も用意され、番号が呼
ばれるたびに会場は歓声に包まれました。
当選者には、温かな拍手とともに景品が手
渡され、笑顔あふれる和やかな雰囲気が
広がりました。

永頼フェスティバルは、永頼会の過去と未来をつなぐ大
切な節目として、改めて「人を想う心」と「地域とのつながり」
の意義を再認識する貴重な機会となりました。 この節目を
新たな出発点とし、次の10年に向け、職員一同より一層の努
力を重ねてまいります。
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